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経営工学系学修課程

経営工学系では，経営・経済に関する様々な問題を発見し，それらを理工学アプローチにより解決策を導くことができ

る能力を養う。現代社会が抱える数々の難問題を解決するためには，理論抽出，モデル化，実験・調査，統計分析，シミ

ュレーションといった理工学の方法を会得し，それらを社会科学への深い洞察と結びつけて，人類の発展に貢献できる人

材が社会に必要である。

経営工学系の履修者は，新しい分野・問題へのチャレンジ精神と緻密な構想力を有し，社会科学への深い見識に立って，

理工学の方法を駆使する能力をもつことが期待される。人間の活動を含む複雑な経営・経済活動を理解した上で，問題を

自ら発見する力，問題に応じて適切な解決方法を探す力，問題に挑戦し解決する力，高いコミュニケーション力，リーダ

ーシップ力，そして人間性尊重の精神と倫理観を合わせ持った人材を社会に送り出す。

卒業後の進路は，学修一貫教育により修士課程への進学を基本とする。

人材養成の目的

生産活動，企業経営，さらには経済システムにおける重要課題を，科学的，そして工学的な視点から捉え，数理，経済

学，経営管理学，管理技術などの多様なアプローチを駆使して解決できる人材を養成する。経営工学，経済学を取り巻く

諸分野の問題を的確に理解し，新たな領域を切り開く理論の構築および解決策の提示が出来る能力をもつ人材を養成する

ことを目的としている。 
 

学修目標

本課程では，上記の目的の達成のために，次のような能力の修得を学修目標としている。

・問題を発見する洞察力と，その解決に適切な方法を探すことのできる力 
・問題を解決し，マネジメントする力 
・経営活動を構成する諸活動の理解と，そこでの問題を解決するための知識と視点 
・経済学の原理と手法を用いて，現実の社会問題に取り組む能力 
・人間性尊重と倫理観に根付いた問題解決力 
・コミュニケーション力とリーダーシップ

学修内容

本課程では，「学修目標」で記載した「修得する能力」を身に付けるために，次のような内容の学修を行う。

Ａ）経営工学・経済学分野の専門基礎学修

経営工学・経済学のための基礎数学，確率・統計，プログラミングなどの問題解決の基盤となる理工系技法およ

び経営工学・経済学の基礎知識の学修。

Ｂ）経営工学・経済学の応用学習

経営活動を構成する諸活動の理解と，そこでの問題を解決するための知識と視点を学修し，経済学の原理と手法

を用いて，現実の社会問題に取り組む能力を修得する。

Ｃ）広い視野を養い，主体的に進める学修

研究プロジェクトや演習等を通じて経営工学・経済学で扱う現実の問題を見出し，主体的に取り組み，最適な解

決策を案出して，実社会で実現する能力を修得する。これにより，自ら課題を探し，これに取り組むことで問題

を解決し，マネジメントする力を修得する。経営・経済問題を発見する洞察力と，その解決に適切な方法を探す

ことのできる力を養う。

Ｄ）社会との関わりを追体験する学習

社会で活躍する講師陣らによる，専門科目を通しての追体験学習，技術者倫理，人間性尊重と倫理観に根付いた

問題解決力を修得する。

Ｅ）コミュニケーション力の強化学習
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通信統合論 II，人間情報システム概論 I，人間情報システム概論 II が用意されている。これら以外に，下図の通り，

より専門性の高い「通信・ネットワーク・セキュリティ科目群」，「信号処理科目群」，「集積回路・計算機科目群」，「知

的情報処理科目群」，「メディア情報処理科目群」，「生体情報処理科目群」，「感覚情報処理科目群」，「デザイン科目群」

が 400～500 番台に開設されており，学士課程カリキュラムと有機的に結合されたカリキュラムになっている。 

 

 

 
 

２② ２③ ２④

基盤科目群
(A)

２①

通信・
ネットワーク・
セキュリティ
科目群 (C)

データ通信
システム

情報通信ネット
ワーク特論

移動通信工学
特論

現代暗号理論
先端通信

システム特論
情報通信理論

情報通信工学
統合論Ⅰ

人間情報シス
テム概論Ⅰ

情報通信工学
統合論Ⅱ

人間情報シス
テム概論Ⅱ

１① １② １③ １④

計算論的
脳科学

医用情報処理
医用画像
診断装置

信号処理
科目群 (S)

多次元情報
処理

無線信号処理 信号処理特論

集積回路・
計算機

科目群 (I)

アナログ
集積回路

再構成計算論
VLSIシステム

設計
VLSIレイアウト

設計

知的情報処理
科目群 (H)

脳の超並列モデ
ルと数理的基礎

大規模計算
システム

IT社会と情報
セキュリティ

メディア
情報処理

科目群 (H)

音声情報工学 言語工学

光情報工学

仮想世界
システム

キャリア
科目群 (O)

情報通信コース派遣プロジェクト(修士課程)

医用画像処理
感性情報

センシング特論

講究科目群 (Z) 情報通信工学講究S1 情報通信工学講究F1 情報通信工学講究S2 情報通信工学講究F2

デザイン
科目群 (D)

先端技術を用い
た社会課題解決

視覚情報
処理機構

生体情報処理
科目群 (H)

感覚情報処理
科目群 (H)

感覚情報学
基礎
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科目

区分
番台 科目コード 科目名 単位

身に付

ける力

学修

内容
備考

専門

科目

（

番

台）

○ 品質管理  Ｂ

○ 生産管理 Ｂ

○ 人間工学 Ｂ

○ データ収集・分析 Ｂ

○ ★ （ユーザーエクスペリエンス

のプロトタイピング）

Ｂ

○ 先端経営工学

○ 経営戦略・組織論 Ｂ

○ 経営財務論 Ｂ

○ イノベーション論 Ｂ

経営工学インターンシップ

異文化体験実習

この科目の修得は，

単位以上修得の卒

業要件には含めない。

研究

関連

科目

（

番

台）

◎ 研究プロジェクト（経営工学系）

◎ 学士特定課題研究（経営工学

系）

◎
学士特定課題研究Ｓ（経営工学

系）

早期卒業適格者

認定を受けた者

限定科目

◎ 学士特定課題プロジェクト 経

営工学系

 
・◎：必修科目，○：選択必修科目（学士特定課題研究履修要件と卒業要件を参照），★英語で授業を行う科目 

・ナンバリング（科目コード）における「分野コード」の意味は以下の通りである。 
A：数理 (Mathematical Engineering)，B：経済 (Economics)，C：経営管理 (Business Administration)， 
D: 管理技術 (Industrial Engineering Management Technology),  
E:その他（体験実習，インターシップ等）(Others: Workshop, Internship, and so on.) 

・身に付ける力は以下の通りである。

専門力 教養力 コミュニケーション力 展開力 探究力又は設定力 展開力 実践力又は解決力

 

（ ）

学士特定課題研究の論文作成に要求される文書化力の修得，少人数のゼミナール形式やグループワークで仲間と

協力することを通じて，コミュニケーション力とリーダーシップの養成学修。

授業科目

経営工学系の標準科目は，付表のとおりである。

付表 
科目

区分
番台 科目コード 科目名 単位

身に付

ける力

学修

内容
備考

専門

科目

（

番

台）

○ 経営・経済のための基礎数理 Ａ

○ 経営・経済数学 Ａ

○ 数理工学 Ａ

○ 経営・経済のための確率  Ａ

○ 経営・経済のための統計  Ａ

○ オペレーションズ・リサーチ 基礎 Ａ

○ プログラミング基礎（経営工学）  Ａ

○ プログラミング応用  Ａ

○ ミクロ経済学第一  Ａ

○ ミクロ経済学第二  Ａ

○ マクロ経済学第一 Ａ

○ マクロ経済学第二 Ａ

○ 非協力ゲーム理論 Ａ

○ 実験経済学 Ａ

○ 計量経済学第一 Ａ

○ 社会と経済 Ａ

○ 情報システム基礎 Ａ

○
現代インダストリアルエンジニアリン

グ第一
Ａ

○ 工業心理学 Ａ

○ 知的財産管理 Ａ

○ 経営管理論 Ａ

○ 会計基礎論 Ａ

○ マーケティング Ａ

専門

科目

（

番

台）

★ 科学技術者実践英語 共通専門科目（ ）

○ オペレーションズ・リサーチ応用 Ｂ

○ モデル化と Ｂ

○ 計量経済学第二 Ｂ

○ 協力ゲーム理論 Ｂ

○ 持続可能社会・経済論 Ｂ

○ 応用マクロ経済学 Ｂ

○ 環境経済学 Ｂ

○ 数量経済史 Ｂ

○ 比較経済分析 Ｂ

○ 応用計量経済学 Ｂ

○ 経営・経済のためのデータ分析 Ｂ

○ 経営情報システム  Ｂ
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科目

区分
番台 科目コード 科目名 単位

身に付

ける力

学修

内容
備考

専門

科目

（

番

台）

○ 品質管理  Ｂ

○ 生産管理 Ｂ

○ 人間工学 Ｂ

○ データ収集・分析 Ｂ

○ ★ （ユーザーエクスペリエンス

のプロトタイピング）

Ｂ

○ 先端経営工学

○ 経営戦略・組織論 Ｂ

○ 経営財務論 Ｂ

○ イノベーション論 Ｂ

経営工学インターンシップ

異文化体験実習

この科目の修得は，

単位以上修得の卒

業要件には含めない。

研究

関連

科目

（

番

台）

◎ 研究プロジェクト（経営工学系）

◎ 学士特定課題研究（経営工学

系）

◎
学士特定課題研究Ｓ（経営工学

系）

早期卒業適格者

認定を受けた者

限定科目

◎ 学士特定課題プロジェクト 経

営工学系

 
・◎：必修科目，○：選択必修科目（学士特定課題研究履修要件と卒業要件を参照），★英語で授業を行う科目 

・ナンバリング（科目コード）における「分野コード」の意味は以下の通りである。 
A：数理 (Mathematical Engineering)，B：経済 (Economics)，C：経営管理 (Business Administration)， 
D: 管理技術 (Industrial Engineering Management Technology),  
E:その他（体験実習，インターシップ等）(Others: Workshop, Internship, and so on.) 

・身に付ける力は以下の通りである。

専門力 教養力 コミュニケーション力 展開力 探究力又は設定力 展開力 実践力又は解決力

 

（ ）

学士特定課題研究の論文作成に要求される文書化力の修得，少人数のゼミナール形式やグループワークで仲間と

協力することを通じて，コミュニケーション力とリーダーシップの養成学修。

授業科目

経営工学系の標準科目は，付表のとおりである。

付表 
科目

区分
番台 科目コード 科目名 単位

身に付

ける力

学修

内容
備考

専門

科目

（

番

台）

○ 経営・経済のための基礎数理 Ａ

○ 経営・経済数学 Ａ

○ 数理工学 Ａ

○ 経営・経済のための確率  Ａ

○ 経営・経済のための統計  Ａ

○ オペレーションズ・リサーチ 基礎 Ａ

○ プログラミング基礎（経営工学）  Ａ

○ プログラミング応用  Ａ

○ ミクロ経済学第一  Ａ

○ ミクロ経済学第二  Ａ

○ マクロ経済学第一 Ａ

○ マクロ経済学第二 Ａ

○ 非協力ゲーム理論 Ａ

○ 実験経済学 Ａ

○ 計量経済学第一 Ａ

○ 社会と経済 Ａ

○ 情報システム基礎 Ａ

○
現代インダストリアルエンジニアリン

グ第一
Ａ

○ 工業心理学 Ａ

○ 知的財産管理 Ａ

○ 経営管理論 Ａ

○ 会計基礎論 Ａ

○ マーケティング Ａ

専門

科目

（

番

台）

★ 科学技術者実践英語 共通専門科目（ ）

○ オペレーションズ・リサーチ応用 Ｂ

○ モデル化と Ｂ

○ 計量経済学第二 Ｂ

○ 協力ゲーム理論 Ｂ

○ 持続可能社会・経済論 Ｂ

○ 応用マクロ経済学 Ｂ

○ 環境経済学 Ｂ

○ 数量経済史 Ｂ

○ 比較経済分析 Ｂ

○ 応用計量経済学 Ｂ

○ 経営・経済のためのデータ分析 Ｂ

○ 経営情報システム  Ｂ
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標準的履修例 （バランス型）

上記の履修例以外でも，数理，経済，経営管理，管理技術の４つの分野の内，一つの分野の科目に集中して履修を行

ってもよい。以下に，各分野にフォーカスした例を示す。ただし，卒業要件を満たすためには，これら以外の科目も

履修する必要があるので注意すること。

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・

経済の

ための

基礎数理

経営・

経済

数学

数理

工学

オペレーシ

ョンズ・リ

サーチ

基礎

オペレーシ

ョンズ・リ

サーチ

応用

経営・経済

のための

データ分析

モデル化

と

ＯＲ

経営・経

済のため

の確率

経営・経

済のため

の統計

ミクロ

経済学

第一

マクロ

経済学

第一

実験

経済学

協力

ゲーム

理論

環境

経済学

非協力ゲ

ーム

理論

計量

経済学

第二

経営

管理論

プログラ

ミング

応用

会計

基礎論

経営

財務論

経営

戦略・

組織論

先端経営

工学

プログラ

ミング

基礎

経営工学

マーケテ

ィング

経営情報

システム

工業

心理学

データ

収集・

分析

研究プロ

ジェクト

年次 ２年次 ３年次 ４年次 単位

数科目区分

単位数

管

理

技

術

科

目

群

研究関連

科目

系

専

門

科

目

経

営

管

理

科

目

群

経

済

科

目

群

専

門

科

目

数

理

科

目

群

現代インダストリア

ルエンジニアリング

第一

学士特定課題

研究

学士特定課題

プロジェクト

人間工学

 

（ ）
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標準的履修例 （バランス型）

上記の履修例以外でも，数理，経済，経営管理，管理技術の４つの分野の内，一つの分野の科目に集中して履修を行

ってもよい。以下に，各分野にフォーカスした例を示す。ただし，卒業要件を満たすためには，これら以外の科目も

履修する必要があるので注意すること。

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・

経済の

ための

基礎数理

経営・

経済

数学

数理

工学

オペレーシ

ョンズ・リ

サーチ

基礎

オペレーシ

ョンズ・リ

サーチ

応用

経営・経済

のための

データ分析

モデル化

と

ＯＲ

経営・経

済のため

の確率

経営・経

済のため

の統計

ミクロ

経済学

第一

マクロ

経済学

第一

実験

経済学

協力

ゲーム

理論

環境

経済学

非協力ゲ

ーム

理論

計量

経済学

第二

経営

管理論

プログラ

ミング

応用

会計

基礎論

経営

財務論

経営

戦略・

組織論

先端経営

工学

プログラ

ミング

基礎

経営工学

マーケテ

ィング

経営情報

システム

工業

心理学

データ

収集・

分析

研究プロ

ジェクト

年次 ２年次 ３年次 ４年次 単位

数科目区分

単位数

管

理

技

術

科

目

群

研究関連

科目

系

専

門

科

目

経

営

管

理

科

目

群

経

済

科

目

群

専

門

科

目

数

理

科

目

群

現代インダストリア

ルエンジニアリング

第一

学士特定課題

研究

学士特定課題

プロジェクト

人間工学

 

（ ）
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第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・経済の

ための

基礎数理

経営・経済

数学

オペレーション

ズ・リサーチ

基礎

経営・経済の

ための確率

経営・経済の

ための統計

ミクロ経済学

第一

マクロ経済学

第一
実験経済学

計量経済学

第二

経営

管理論

プログラミ

ング応用
会計基礎論 経営財務論

経営戦略・

組織論

先端経営

工学

プログラミ

ング基礎

経営工学

マーケテ

ィング

経営情報

システム

品質管理

工業

心理学
生産管理

データ収集・

分析

２年次 ３年次

【経営管理フォーカス】

現代インダストリアル

エンジニアリング第一
人間工学

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・経済の

ための

基礎数理

経営・経済

数学
数理工学

オペレーション

ズ・リサーチ

基礎

オペレーション

ズ・リサーチ

応用

経営・経済のた

めの

データ分析

経営・経済の

ための確率

経営・経済の

ための統計

ミクロ経済学

第一

マクロ経済学

第一

協力ゲーム

理論

非協力ゲーム

理論

経営

管理論

プログラミン

グ応用
会計基礎論

経営戦略・

組織論

先端経営

工学

プログラミ

ング基礎

経営工学

マーケテ

ィング

品質管理

工業心理学 生産管理
データ収集・

分析

現代インダストリアル

エンジニアリング第一
人間工学

【管理技術フォーカス】
２年次 ３年次

 

（ ）

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・経済の

ための

基礎数理

経営・経済

数学
数理工学

オペレーション

ズ・リサーチ

基礎

オペレーション

ズ・リサーチ

応用

経営・経済のた

めの

データ分析

モデル化と

ＯＲ

経営・経済の

ための確率

経営・経済の

ための統計

ミクロ経済学

第一

マクロ経済学

第一
実験経済学

協力ゲーム

理論

非協力ゲーム

理論

計量経済学

第二

経営管理論
プログラミ

ング応用
会計基礎論

先端経営

工学

プログラミ

ング基礎

経営工学

マーケテ

ィング

経営情報

システム

【数理フォーカス】

現代インダストリアル

エンジニアリング第一
人間工学

持続可能社会・経済論

２年次 ３年次

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・経済の

ための

基礎数理

経営・経済

数学
数理工学

オペレーション

ズ・リサーチ

基礎

オペレーション

ズ・リサーチ

応用

モデル化と

ＯＲ

経営・経済のた

めの確率

経営・経済のた

めの統計

ミクロ経済学

第一

マクロ経済学

第一

ミクロ経済学

第二
実験経済学

協力ゲーム

理論
環境経済学

非協力ゲーム

理論

マクロ経済学

第二

計量経済学

第二

経営

管理論

会計

基礎論

経営戦略・

組織論

先端経営

工学

プログラミ

ング基礎

経営工学

【経済フォーカス】
２年次 ３年次

持続可能社会・経済論

現代インダストリアル

エンジニアリング第一
人間工学
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第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・経済の

ための

基礎数理

経営・経済

数学

オペレーション

ズ・リサーチ

基礎

経営・経済の

ための確率

経営・経済の

ための統計

ミクロ経済学

第一

マクロ経済学

第一
実験経済学

計量経済学

第二

経営

管理論

プログラミ

ング応用
会計基礎論 経営財務論

経営戦略・

組織論

先端経営

工学

プログラミ

ング基礎

経営工学

マーケテ

ィング

経営情報

システム

品質管理

工業

心理学
生産管理

データ収集・

分析

２年次 ３年次

【経営管理フォーカス】

現代インダストリアル

エンジニアリング第一
人間工学

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・経済の

ための

基礎数理

経営・経済

数学
数理工学

オペレーション

ズ・リサーチ

基礎

オペレーション

ズ・リサーチ

応用

経営・経済のた

めの

データ分析

経営・経済の

ための確率

経営・経済の

ための統計

ミクロ経済学

第一

マクロ経済学

第一

協力ゲーム

理論

非協力ゲーム

理論

経営

管理論

プログラミン

グ応用
会計基礎論

経営戦略・

組織論

先端経営

工学

プログラミ

ング基礎

経営工学

マーケテ

ィング

品質管理

工業心理学 生産管理
データ収集・

分析

現代インダストリアル

エンジニアリング第一
人間工学

【管理技術フォーカス】
２年次 ３年次

 

（ ）

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・経済の

ための

基礎数理

経営・経済

数学
数理工学

オペレーション

ズ・リサーチ

基礎

オペレーション

ズ・リサーチ

応用

経営・経済のた

めの

データ分析

モデル化と

ＯＲ

経営・経済の

ための確率

経営・経済の

ための統計

ミクロ経済学

第一

マクロ経済学

第一
実験経済学

協力ゲーム

理論

非協力ゲーム

理論

計量経済学

第二

経営管理論
プログラミ

ング応用
会計基礎論

先端経営

工学

プログラミ

ング基礎

経営工学

マーケテ

ィング

経営情報

システム

【数理フォーカス】

現代インダストリアル

エンジニアリング第一
人間工学

持続可能社会・経済論

２年次 ３年次

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４

経営・経済の

ための

基礎数理

経営・経済

数学
数理工学

オペレーション

ズ・リサーチ

基礎

オペレーション

ズ・リサーチ

応用

モデル化と

ＯＲ

経営・経済のた

めの確率

経営・経済のた

めの統計

ミクロ経済学

第一

マクロ経済学

第一

ミクロ経済学

第二
実験経済学

協力ゲーム

理論
環境経済学

非協力ゲーム

理論

マクロ経済学

第二

計量経済学

第二

経営

管理論

会計

基礎論

経営戦略・

組織論

先端経営

工学

プログラミ

ング基礎

経営工学

【経済フォーカス】
２年次 ３年次

持続可能社会・経済論

現代インダストリアル

エンジニアリング第一
人間工学
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学士特定課題研究履修要件

学士特定課題研究を履修するためには，次の要件を満たさなければならない。

「研究プロジェクト」（ 単位）を修得していること。

付表中の科目のうち，○印の科目（科学技術者実践英語，経営工学インターンシップ，異文化体験実習を除く系専

門科目）を 単位以上修得していること。

上記（ ）を含めて，付表中の科目群から 単位以上修得していること。

 上記 ～ を含めて， 単位以上修得していること。

学士特定課題プロジェクト履修要件

学士特定課題研究 単位 を修得していること。

卒業要件

本課程を卒業するためには，次の要件を満たさなければならない。

「研究プロジェクト」（ 単位），「学士特定課題研究」（ 単位），および「学士特定課題プロジェクト」（ 単

位）を修得していること。ただし，早期卒業者については、「学士特定課題研究」および「学士特定課題プロジェク

ト」の両科目の代わりに，「学士特定課題研究Ｓ」（ 単位）の修得とすることができる。

付表中の科目のうち，○印の科目（科学技術者実践英語，経営工学インターンシップ，異文化体験実習を除く系専

門科目）を 単位以上修得していること。

上記（ ）， を含めて，付表中の科目群から 単位以上修得していること。ただし，「異文化体験実習」の修得

は， 単位以上修得の要件には含めない。

上記 ～（ ）を含めて総修得単位が 単位以上であること。

学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系

経営工学系は，学修一貫教育により，修士課程の経営工学系経営工学コースにおいて，経営工学に関する基礎知識を

もとに，数理分野，経済分野，経営管理分野，管理技術分野に関し，最新の研究に基づく，先進的な知識・技術を身に

つける。技術，組織，経済に対する洞察力を高め，「問題を発見・探究し，解決する能力を備えた人材」を養成するこ

とを目的とし，同コースでは次のような能力の修得を学修目標としている。

・数理・情報・工学技術を自由に駆使できる基礎知識

・経営活動と経済問題を理解するための知識と経営工学・経済学的視点

・技術や組織に対する洞察力を高め，解決に値する問題を発見・解析・解決する能力

・問題を構造化・モデル化する概念的能力

・日本語および英語による説明能力，文書化・情報伝達能力

・新たな問題・課題に対して研究を遂行する能力

修士課程におけるカリキュラムで開設されている 番台と 番台の科目は，次頁の修士課程の科目体系図を参照の

こと。 番台と 番台の科目で修得する経営工学・経済学に関する基礎知識をもとに，数理分野，経済分野，経営管

理分野，管理技術分野に関し，最新の研究に基づく，より先進的な知識・技術を体系的に学ぶことができる。更に研究

関連科目によって関連分野の動向を知り，国際プレゼンテーションにより経験と知見を広めることができる。そして，

講究科目及び修士論文研究において自ら研究を遂行することにより，専門性を更に深めるとともに，創造力をより高め

ることができるように構成されている。
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学士特定課題研究履修要件

学士特定課題研究を履修するためには，次の要件を満たさなければならない。

「研究プロジェクト」（ 単位）を修得していること。

付表中の科目のうち，○印の科目（科学技術者実践英語，経営工学インターンシップ，異文化体験実習を除く系専

門科目）を 単位以上修得していること。

上記（ ）を含めて，付表中の科目群から 単位以上修得していること。

 上記 ～ を含めて， 単位以上修得していること。

学士特定課題プロジェクト履修要件

学士特定課題研究 単位 を修得していること。

卒業要件

本課程を卒業するためには，次の要件を満たさなければならない。

「研究プロジェクト」（ 単位），「学士特定課題研究」（ 単位），および「学士特定課題プロジェクト」（ 単

位）を修得していること。ただし，早期卒業者については、「学士特定課題研究」および「学士特定課題プロジェク

ト」の両科目の代わりに，「学士特定課題研究Ｓ」（ 単位）の修得とすることができる。

付表中の科目のうち，○印の科目（科学技術者実践英語，経営工学インターンシップ，異文化体験実習を除く系専

門科目）を 単位以上修得していること。

上記（ ）， を含めて，付表中の科目群から 単位以上修得していること。ただし，「異文化体験実習」の修得

は， 単位以上修得の要件には含めない。

上記 ～（ ）を含めて総修得単位が 単位以上であること。

学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系

経営工学系は，学修一貫教育により，修士課程の経営工学系経営工学コースにおいて，経営工学に関する基礎知識を

もとに，数理分野，経済分野，経営管理分野，管理技術分野に関し，最新の研究に基づく，先進的な知識・技術を身に

つける。技術，組織，経済に対する洞察力を高め，「問題を発見・探究し，解決する能力を備えた人材」を養成するこ

とを目的とし，同コースでは次のような能力の修得を学修目標としている。

・数理・情報・工学技術を自由に駆使できる基礎知識

・経営活動と経済問題を理解するための知識と経営工学・経済学的視点

・技術や組織に対する洞察力を高め，解決に値する問題を発見・解析・解決する能力

・問題を構造化・モデル化する概念的能力

・日本語および英語による説明能力，文書化・情報伝達能力

・新たな問題・課題に対して研究を遂行する能力

修士課程におけるカリキュラムで開設されている 番台と 番台の科目は，次頁の修士課程の科目体系図を参照の

こと。 番台と 番台の科目で修得する経営工学・経済学に関する基礎知識をもとに，数理分野，経済分野，経営管

理分野，管理技術分野に関し，最新の研究に基づく，より先進的な知識・技術を体系的に学ぶことができる。更に研究

関連科目によって関連分野の動向を知り，国際プレゼンテーションにより経験と知見を広めることができる。そして，

講究科目及び修士論文研究において自ら研究を遂行することにより，専門性を更に深めるとともに，創造力をより高め

ることができるように構成されている。




